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『ぼらっと』とは「ぶらりと」気軽に、
「ボランティア」しましょう!!という造語です。
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雫石町社会福祉協議会ボランティア活動センター

ホームページからもご覧になれます。

『東日本大震災』これからの私たちにできること！！
一緒に考えてみませんか？

　　
三
月
十
一
日

、
東
日
本
大

震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
へ
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上

げ
ま
す

。

　
大
震
災
か
ら
も
う
少
し
で

五
十
日
の
月
日
が
経
過
し
ま

す

。

　
震
災
直
後
か
ら

、
町
民
の

み
な
様
方
よ
り

「
何
か
で
き

る
こ
と
は
？

」
な
ど
の
た
く

さ
ん
お
問
合
せ
を
頂
き
ま
し

た

。

　
当
社
協
ボ
ラ
セ
ン
で
は

、

救
援
物
資
並
び
に
義
援
金
の

受
付
を
三
月
十
九
日
か
ら
四

月
一
日
の
期
間

、
延
２
０
４

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た

。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
四
月
二
十
日
現
在

、
皆
さ

ま
よ
り
協
力
頂
い
た
支
援
物

資
は
６
６
５
件

、
義
援
金
総

額
は
３
７
２
万
５
７
９
６
円

と
な

っ
て
お
り
ま
す

。

　
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
は

沿
岸
被
災
地
並
び
に
町
内
へ

一
時
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ

お
届
け
さ
れ
て
お
り

、
義
援

金
は
岩
手
県
災
害
義
援
金
募

集
委
員
会
を
通
じ
て
被
災
地

域
へ
配
分
さ
れ
ま
す

。

　
　
　
回
の
震
災
は
、

国
内
最
大
級

　
　
　
と
い
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、

　
　
　
１
万
４
０
０
０
人
以
上
の
方

が
亡
く
な
り
、

１
万
２
０
０
０
人
以

上
の
方
の
行
方
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
（

四
月
二
十
四
日
現
在
）

そ
し

て
、

今
な
お
避
難
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
大
勢
お

り
、

こ
の
東
日
本
大
震
災
が
ど
れ
だ

け
の
規
模
の
震
災
だ
っ
た
の
か
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
被
災
地
で
は
、

徐
々
に
復
旧
作
業

が
進
み
、

私
た
ち
も
普
通
の
日
常
生

活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で

も
例
年
と
何
か
違
う
も
の
を
感
じ
ま

す
。

　
私
た
ち
は
春
ら
し
く
な
れ
ば
、

歓

迎
会
や
花
見
・
総
会
後
の
懇
親
会
な

ど
、

例
年
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、

被
災
地
の
こ
と
を
思
い
自
粛
さ
れ
て

い
る
傾
向
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ

れ
に
対
し
て
、

日
本
の
経
済
を
考
え

れ
ば
こ
そ
自
粛
ム
ー

ド
を
吹
き
飛
ば

そ
う
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

「

自
粛
」

に
対
す
る
考
え
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。

ど
ち
ら
の
考
え
で
あ
っ

て
も
「

今
回
の
震
災
を
忘
れ
た
く
な

い
。

被
災
地
の
方
々
の
生
活
を
忘
れ

な
い
。
」

と
い
う
思
い
か
ら
来
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、

当
た
り
前
で
あ
っ

た
こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
る
日

が
突
然
来
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

日
々

の
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
毎
月
十
一
日
に
は
、

自
転
車
や
徒

歩
で
職
場
に
行
っ
て
み
た
り
、

夜
に

は
、

ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
な
が
ら
家
族

や
友
人
と
じ
っ
く
り
話
を
す
る
こ
と

も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

今

★
救
援
物
資
・
義
援
金

　
救
援
物
資
は
、

震
災
直
後
か
ら
現

在
で
は
、

被
災
さ
れ
た
方
の
必
要
な

も
の
が
序
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
で
、

正
確
な
情
報
を
得
る
べ
き
で

す
。

義
援
金
に
つ
い
て
は
、

大
規
模

震
災
で
す
か
ら
、

今
後
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、

被
災
地
を
支
援
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
へ
の
支
援
金
（

活
動
資
金
）

を
集

め
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
と
思
い
ま

す
。

★
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
る

　
震
災
直
後
、

当
た
り
前
に
使
用
し

て
い
た
メ
ー

ル
や
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

災
害
に

遭
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、

家
族

に
自
分
の
安
否
を
知
ら
せ
る
か
。

自

分
は
、

ど
こ
の
避
難
所
へ
行
け
ば
良

い
の
か
を
日
頃
か
ら
家
族
と
話
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、

未
だ
に

品
薄
で
す
が
、

携
帯
ラ
ジ
オ
や
懐
中

電
灯
な
ど
、

今
一
度
、

災
害
時
に
必

要
な
も
の
を
揃
え
ま
し
ょ

う
。

★
風
評
に
惑
わ
さ
れ
な
い

。

　
「

福
島
県
産
」

と
名
前
が
つ
く
だ

け
で
、

市
場
に
す
ら
出
回
れ
ず
、

野

菜
な
ど
が
大
量
廃
棄
処
分
に
な
っ
て

い
る
光
景
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
す
。

安

全
な
も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
は
ず
な

の
に
…
。

俗
に
い
う
「

風
評
被
害
」

で
す
よ
ね
。

買
い
手
で
あ
る
私
た
ち

が
自
分
の
目
で
見
て
し
っ
か
り
と
し

た
判
断
を
今
こ
そ
す
る
べ
き
で
す
。



ぼらっと〔第19号〕 発行：雫石町ボランティア活動センター

　　　　輝いた若い力！！
　救援物資の受付・仕分け作業では、多くのボランティアの力
が発揮されました。（延２０４名）中でも一際輝いていたの
が、春休み期間だった『学生ボランティア』の皆さんです。
　町内のライフラインが復旧し、一般のボランティアさんがお
勤めに出るようになり、平日のボランティアが少なくなるなぁ
～大変だなぁ…と思っていたところ、率先して協力して下さっ
たのが（この皆さん）
　　　　　　　　　↓↓↓↓↓↓
　部活の合間をぬって参加してくれた雫石高等学校野球部・ス
キー部の学生さん。直接ボラセンへ電話をくれた岩手高校・不
来方高校・盛岡商業高校の学生さん。アルペン公園を通りか
かった雫石中学校の学生さんと兄妹で協力してくれた雫石小学
校の生徒さん。本当は、お名前をご紹介したいところですが、
恥ずかしい年頃ということで、写真ならと許可を頂きました。
　また、ボランティア終了日には、学生の皆さんから感想を頂
だいしました。一部を紹介させてもらいます。
　
　★　被災地・被災者の為に何かしたいと思っていた所でボ
　　ランティアを手伝わせてもらい感謝しています。今回の
　　地震は国内最大の地震という事で、失ったものは大きい
　　と思いますが、生きる希望を持って頑張ってほしいです。
　★　普通の生活が当たり前だと思っていたけれど、普通で
　　あることがとても幸せなことだと気づきました。
　★　ボランティアをして、とても心の優しい人が多いと思
　　いました。通りすがりの人が募金をしてくれたり、被災
　　者の方を考えて物資を持ってきてくれたり。一日でも早
　　く被災地の方が元の生活に戻れるように、これからも色
　　々なことに協力していきたいです。
　
　もちろん！輝いていたのは学生さんだけではなく、寒い中
（福祉センターの暖房は重油がなく停止状態。屋内なのか屋外
なのか区別がつかないくらいでした。）作業にあたって下さっ
た一般のボランティアの皆さんもです。救援物資の受付・仕分
け作業は、私たちボラセンとして初めてのことだらけで、ボラ
ンティアの皆さんにどう動いていただけば良いか説明が足りな
い部分もあったと思いますが、お預かりした救援物資をこと細
かく、丁寧に取り組んで下さいました。紙面をかりて感謝いた
します。本当にありがとうございました。

救援物資受付・仕分け作業ボランティアにご協力いただいた、
皆さん本当にありがとうございました!!　～作業の様子をほんの一
部ご紹介します～

さすが兄妹!!
手際よく作業してくれました。

ぞくぞくと寄せられる救援物資。
大切にお預かり！

↓　これが雫石の宝！！
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